
行政改革審議会の意見 

令和８年７月３０日  

 

・ 目標を達成した指標は他の参考となる工夫を確認し、未達成の指標は要因を

分析したうえで、目標達成に向けた取組の改善につなげるべきである。 

 

 

・ 引き続き３つのＳ（Satisfaction, Speedy, Smart）を常に意識し、効果

的・効率的に行政改革の取組を進めていくべきである。 

 

 

・ 実効性の高いカスタマーハラスメント対策を講じ、働きやすい職場環境への

改善につなげるべきである。 
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